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研究成果概要 
1) 赤色カットコーティングの試験 
 
SiPMは一般的に赤色に高い感度を持つ。CTAO-LSTにとっての信号はチェレンコフ光の青色で、雑音とな
るのは夜光で、赤色が強い。信号/雑音比を改善すべく、赤色の光をカットするコーティングをSiPM上
部のSiO2に施したセンサー、S13360-3650(75)CN-BPF1を浜松ホトニクスが開発したので、その試験を行
った。ゲインや波形には問題が見つからなかったが、Optical Crosstalk (OCT)確率が高くなることが
発覚した。超過電圧5Vの場合、コーティングなしでmicrocell 50 um のセンサーで6%, コーティング
ありで50 umものは10%, コーティングありで 75 um のものは16%になった。これは、内部のアヴァラ
ンシェ過程で生じた光子が、コーティング層で反射して有感層にもどり、OCTを引き起こしていると理
解された。 
 OCT確率と信号/雑音比のトレードオフになり、このコーティングを施すべきかどうかは、今後のシミ
ュレーションを経て決定することになる。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

図１:（左上）赤色の光をカットするコーティングを
SiPM 上部の SiO2 に施したセンサー、 S13360-
3650(75)CN-BPF1と、施す前の標準のもの。（左下）OCT
測定に使用する Single p.e. spectrum。(右)。OCTと、
Bias Voltageの関係。コーティングが OCT を大きく増
やすことがわかった。



2) 時間分解能の測定

光電子増倍管と SiPM にはさまざまな違いがあるが、その一つに時間分解能がある。どの程度なのかを

高速レーザーを用いて測定した。光量が 30 p.e.以上あるような場合では、30 ps 以下の分解能がある

ことがわかった。一方で、1光電子の信号については、信号波形にばらつきがでて、200 ps 程度になる

ことがわかった。原因は不明で調査中。この高い時間分解能を活かすことができないか、今後研究して

いく。 
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図 2:大光量の光を当てた時の、出力波形の重ね書き。ジ
ッターは非常に小さく、Rising Edgeで測定する時間分
解能は 30 psを切る。 


